
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 2 9 19 6 10 2 1 3 4 0 0 2 0
9 * 0 3 0 1 0 0 0 0 2 2 1 0 1 0
11 * 2 4 0 2 0 0 2 0 3 3 3 2 4 0
12 * 0 0 10 20 0 0 1 2 7 9 6 2 1 0
14 * 0 0 3 5 4 4 2 3 3 6 2 1 0 0
2 0 0 3 1 5 3 4 3 0 2 2 6 4 2 0
4 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
18 0 2 2 2 5 1 2 2 2 2 4 1 4 0 0
37 0 0 0 1 4 0 0 1 2 3 5 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 0 1 4 0 0 2 0 1 1 1 1 3 0
21 * 0 0 0 3 2 2 4 2 3 5 3 0 1 0
22 * 0 0 7 13 2 2 4 3 7 10 2 3 2 0
55 * 1 1 8 19 0 0 4 4 9 13 5 3 1 0
75 * 0 8 4 8 1 2 4 3 4 7 5 2 0 0
3 0 0 0 2 4 0 0 3 0 1 1 1 3 2 0
14 0 1 7 4 5 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0
20 0 1 2 1 5 1 3 0 1 1 2 0 1 1 0
33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
72 0 0 0 1 1 1 2 0 1 1 2 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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戦評
念願の1部昇格に今年こそはと意気込む大阪経済大学と、1部リーグの強敵と互角の戦いを繰り広げてきた流通科
学大学の入れ替え戦最大の注目のカード。終始、激しいリバウンド争いやディフェンスで互角の争いを繰り広げた。
リードする流科大に対し脅威の粘りを見せた大経大は延長戦まで持ち込み文字通り手に汗握る展開となる。しかし
粘る大経大を2度振り切った流科大が貴重な1勝を挙げた。
第1ピリオド、開始から闘志と闘志がぶつかった激しいディフェンスで両チーム互いに点を与えない。開始4分でわず
か流科大#14杜の1ゴールのみとディフェンシブゲームの様相を呈する。膠着した状態が続く中、最初にリズムを掴ん
だのは流科大、#12新宅のリバウンドやシュートでチャンスを得点に繋げ、途中交代の#18南家が3Pシュートを沈め
頭一つ抜け出す展開となる。大経大も#75古和のバスケットカウントや#22星川のシュートなどで得点を返すが流科大
の勢いは止まらず。19-13で第1ピリオドを終えた。
第2ピリオド、流れに乗りきれなかった大経大が徐々にリズムを掴みだす。#55三島が安定したシュートで確実にスコ
アを重ねる。流科大も豊富な運動量でインサイドを堅く守るが、中外とテンポよく攻める大経大は#3杉谷や#72清水
の気持ちの入ったシュートで残り時間わずかでついに同点に追いつき前半終了。34-34の同点で、勝負の行方は後
半に持ち越された。
第3ピリオド、開始直後に流科大のインサイドの要#14杜が足首の捻挫というまさかのアクシデントで戦線離脱を余儀
なくされる。そこにつけ込みたい大経大は#55三島や#75古和の最上回生の意地と執念で得点を重ねる。我慢の時
間となる流科大だったが#1藤原のシュートなどで僅差のリードを保つ。終了間際、流科大#12新宅が得点し48-53で
流科大がリードして第3ピリオドを終えた。
第4ピリオド、両チーム固いディフェンスを崩さず、守り合いの展開は続く。背後につける大経大は#14橋本の速攻な
どで点を返すが、流科大#1藤原が確実にミドルシュートを決め6点の点差をキープする。このまま終了するかに思え
たが、大経大は#20五島の3Pシュート、#14橋本のシュートで一気に1点差にまで詰め寄ると、逆転の機運が高まりこ
こまでで最高の盛り上がりとなる。しかし、このまま黙っている流科大ではない。#11多々良の3Pシュートで4点差に
し、離れかけた勝利を手繰り寄せる。残り時間もわずか、大経大はファウルゲームで点差を逆転の望みをつなげる
と、見事これが功を奏し、#14橋本の3Pシュートで同点に。86-86で延長戦にもつれこんだ。
延長戦、先制点は流科大、#12新宅がネットを揺らす。大経大も負けじと#21三枝がツースローを沈め同点に。流科
大は#18南家、大経大は#14橋本を起点に点の取り合いとなり、まさにシーソーゲームとなる。残り30秒、2点を追いか
ける大経大は同点をかけたオフェンスでオフェンスファウルを宣せられ流科大ボールに。再びファウルゲームをしか
けるが一歩届かず。78-72で流科大が勝利した。
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入替戦 勝チーム

試 合 日 2013.11.02
流通科学大学開始時間 15:00

会　　場 近畿大学記念会館別館
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